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（参考）県内景況判断の推移
2024年1月 2月 3月

総 括 判 断

一部に弱い動きがみら
れるものの、全体とし
ては緩やかに持ち直し
ている
（据え置き）

一部に弱い動きがみら
れるものの、全体とし
ては緩やかに持ち直し
ている
（据え置き）

総じて足踏み感がうか
がわれるものとなって
いる
（下方修正）

生 産 弱含みの動きとなって
いる

弱含みの動きとなって
いる

弱含みの動きとなって
いる

公共投資 下げ止まりの動きとなっ
ている

下げ止まりの動きとなっ
ている

下げ止まりの動きとなっ
ている

住宅投資 このところ反動などか
ら減少している

弱めの動きとなってい
る

弱めの動きとなってい
る

個人消費 総じて緩やかに持ち直
している

総じて緩やかに持ち直
している

持ち直しの動きが鈍化
している

雇用情勢
持ち直しの動きに足踏
みがみられる一方、一
部では人手不足による
影響が強まっている

持ち直しの動きに足踏
みがみられる一方、一
部では人手不足による
影響が強まっている

持ち直しの動きに足踏
みがみられる一方、一
部では人手不足による
影響が強まっている

2023年4～6月 7～9月 10～12月

企 業 の
景 況 感

総じて持ち直しの動き
となっている

総じて持ち直しの動き
となっている

総じて持ち直しの動き
となっている

注）下線は前月(回)からの変更箇所

生産は弱含みの動きとなっている。需要面の動きをみると、公共投資は下げ
止まりの動きとなっている。住宅投資は弱めの動きとなっている。個人消費は

持ち直しの動きが鈍化している。雇用情勢は持ち直しの動きに足踏みがみられる一方、一部で
は人手不足による影響が強まっている。

最近の県内景況をみると、総じて足踏み感がうかがわれるものとなっている。
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県内経済の基調判断

県内経済の基調判断

概　　況

2024年３月速報

※2023年11月から県内経済の概況部分を最速で公表しています。
　調査月報の全体版は翌月（速報公表後に）ホームページに掲載します。
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全　国 東　北 宮城県

７７ＢＩ（暫定値）は、弱め
の動きとなっている。

1月の７７ＢＩ（暫定値）は、前月比横ばい
の100.1となった。
採用指標別にみると、有効求人倍率は前月比
上昇し、宮城県消費動向指数、建築物着工床面
積は前月比低下した。また、12月の鉱工業生
産指数は前月比上昇した。
一方、移動平均値（3カ月後方）は、前月比
0.3ポイント上昇の99.9となった。

鉱工業生産指数は、弱含
みの動きとなっている。

12月の鉱工業生産指数は、前月比11.0％上
昇の99.6となった。業種別にみると、汎用・
生産用・業務用機械工業が前月比プラスとなっ
たことなどから、前月に引続き前月を上回って
いる。
一方、前年と比較すると、電子部品・デバイ
ス工業が前年を下回ったことなどから、全体で
は前年比5.5％の低下となり、8カ月連続して
前年を下回っている。

７７ＢＩ� （季節調整値、2015年＝100）
2023年11月 12月 2024年1月

ＢＩ値 99.4 100.1 100.1
鉱工業生産指数 89.7 99.6 99.6
宮城県消費動向指数 100.8 106.3 106.0
建築物着工床面積 44.1 58.9 53.2
有効求人倍率 98.8 97.3 99.5

〔参考〕７７ＰＣＩ（広域圏別景気指数）
（季節調整値、2020年＝100、前月比：％ポイント）

2023年11月 12月 2024年1月
仙南圏 ▲　0.3 ▲　0.3 ▲　0.1
仙台圏 ▲　0.4 ▲　0.2 ▲�0.04
大崎圏 0.1 0.9 ▲　0.6
栗原・登米圏 ▲　0.3 0.1 ▲　0.2
石巻・気仙沼圏 ▲　0.1 0.1 ▲　0.1
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県内経済の基調判断

７ ７ Ｂ Ｉ

生 産 動 向

　指数全体では消費動向指数に押し上げられていま
すが、他の採用指標が低調であるため移動
平均値は 2年 11カ月ぶりに３カ月連続し
て 100 を下回るなど、依然として弱めの
動きとなっています。
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主要業種別生産動向（宮城県）� （2015年＝100、季節調整済、前年比：％）
業　種 2023年10月 11月 12月

化学、石油・石炭製品工業 81.5� 94.2� 94.5�
（前年比） ▲�12.3� 6.3� 5.8�

パルプ・紙・紙加工品工業 73.5� 67.8� 73.8�
（前年比） ▲　8.7� ▲�11.8� ▲　6.8�

窯業・土石製品工業 82.6� 81.9� 84.5�
（前年比） ▲�12.2� ▲�17.7� ▲　8.2�

電子部品・デバイス工業 70.0� 72.3� 70.9�
（前年比） ▲�15.4� ▲�15.9� ▲�17.6�

汎用・生産用・業務用機械工業 96.6� 132.8� 207.8�
（前年比） ▲�52.4� ▲�39.3� 2.2�

輸送機械工業 125.4� 132.6� 115.6�
（前年比） 1.3� 17.8� ▲　5.4�

食料品工業 102.9� 101.9� 110.9�
（前年比） ▲�54.9� ▲�58.2� ▲　2.9�

鉱工業生産指数� （宮城県・東北２０１５年＝１００、全国２０２０年＝１００、季節調整済、前年比：％）
2023年10月 11月 12月

宮城県 86.1� 89.7� 99.6�
（前年比） ▲�30.1� ▲�29.7� ▲　5.5�

東北 97.1� 94.6� 101.3�
（前年比） ▲　5.1� ▲�10.1� ▲　2.8�

全国 104.9� 104.0� 105.5�
（前年比） 1.1� ▲　1.4� ▲　1.0�
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　前年比はマイナスが続いている
ものの、振れ幅の大きな食料品
（寄与度：▲ 0.6％）を除いた全体の
マイナス幅（▲ 4.9％）は縮小しつ
つあり、半導体関連では汎用・生産用・
業務用機械が 15カ月ぶり
に前年比プラスとなるな
ど底入れの兆しもうかが
えます。
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1月の新設住宅着工戸数
は、前年同月比14.8％減の

1,141戸（全国7.5％減、58,849戸）となり、
3カ月連続して前年を下回っている。
利用関係別にみると、貸家が同0.3％増（582
戸）と前年を上回ったが、持家が同20.4％減
（250戸）、分譲が同30.8％減（306戸）と前
年を下回った。
また、震災前の2010年1月の着工戸数

（1,136戸）と比べた水準は0.4％増となっている。

公共工事請負金額は下げ
止まりの動きとなっている。

住宅着工は弱めの動きとなっている。建築物着
工は総じて水準は低下基調となっている。

1月の公共工事請負金額
は、前年同月比33.4％減の

118億円となり、5カ月ぶりに前年を下回った。
発注者別にみると、国の機関では、同23.7％
減の13億円と前年を下回った。
一方、地方の機関は、県が同23.8％減の
52億円、市町村等は同42.4％減の52億円とな
り、全体で同34.4％減の104億円と前年を下
回った。
また、震災前の2010年1月の請負金額（99
億円）と比べた水準は18.5％増となっている。
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出典：東日本建設業保証㈱宮城支店「前払金保証から見た宮城県内の公共工事動向」（以下も同じ）
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公共工事請負金額（発注者別）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 4.1� 54.3� ▲�33.4�
国の機関 72.0� 2.5倍 ▲�23.7�
県 17.8� 6.3� ▲�23.8�
市町村等 ▲　7.6� 86.0� ▲�42.4�

全国 9.9� 14.5� 12.7�

新設住宅着工戸数（利用関係別）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 ▲�22.2� ▲�13.5� ▲�14.8�
持家 ▲�17.9� ▲�15.7� ▲�20.4�
貸家 ▲�25.8� ▲　2.3� 0.3�
分譲 ▲�14.5� ▲�36.5� ▲�30.8�

全国 ▲　8.5� ▲　4.0� ▲　7.5�

新設住宅着工戸数（市部・郡部別）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

市部 ▲�26.7� ▲�23.5� ▲�15.6�
うち仙台市 ▲�28.4� ▲�20.9� ▲　5.8�
うち仙台市以外 ▲�22.6� ▲�30.0� ▲�35.7�

郡部 18.0� 54.7� ▲　6.1�

注）12カ月後方移動平均値、以下のグラフも断りのない限り同じ
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建 設 動 向

公 共 工 事

住 宅 建 設

　大型工事（1件5億円以上）が1件もないの
は2021年9月以来、単月の請負額（117.7
億円）としては震災後では2022年12月
（117.6億円）に次ぐ低水準となりました。

　地下鉄東西線沿いに 11階建ての共同住宅（66戸）
などがあり貸家は 3 カ月ぶりのプラスでしたが、
持家の減少に歯止めがかからず、単月の
戸数（250 戸）は東日本大震災発災の直後
（2011年 4月・5月）を除くと遡及可能な
1985年以降で最も少なくなっています。
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宮城県消費動向指数は横
ばい圏内で推移しており、

小売業主要業態販売は持ち直しの動きが鈍化し
ている。乗用車新車販売は強い下押しにより減
少している。

1月の宮城県消費動向指数
は、前月比0.3ポイント低下

の106.0となり、3カ月ぶりに低下した。
消費費目別にみると、「被服・履物」「教養娯
楽」などが低下した。
一方、移動平均値（3カ月後方）は、前月比
1.9ポイント上昇の104.4となった。

50

0

100

200

建築物着工床面積
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建築物着工工事費予定額（使途別）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 16.8� ▲�54.0� ▲�41.0�
事務所 56.1� ▲�63.8� ▲�70.5�
店舗 ▲　3.3� ▲�36.2� 14.1�
工場 ▲　3.7� ▲�99.1� 7.1倍
倉庫 1.1� 19.6� ▲　6.0�
その他 27.0� ▲�22.0� ▲�89.4�

全国 8.4� 44.3� 15.4�

建築物着工床面積（使途別）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 4.5� ▲�59.2� ▲�35.9�
事務所 54.6� ▲�59.5� ▲�70.3�
店舗 ▲�67.9� 1.4� ▲　2.7�
工場 23.0� ▲�99.3� 3.5倍
倉庫 ▲　0.6� ▲�17.8� 8.4�
その他 ▲　7.7� ▲�33.8� ▲�87.0�

全国 ▲　6.6� 0.8� ▲�15.3�

※消費動向指数は、宮城県内の個人消費動向をより的確に
把握するため、総務省「家計調査報告」などを使用し
て、個人消費動向を需要側から捕捉する指標として、当
社が独自に作成した指数。

1月の建築物着工（民間非
居住用）は、床面積が前年

同月比35.9％減の38千㎡、工事費予定額は同
41.0％減の91億円となり、床面積、工事費予
定額とも前月に引続き前年を下回っている。
使途別に床面積をみると、事務所（4千㎡：
前年同月比70.3％減）などが前年を下回った。

宮城県消費動向指数� （季節調整値、2015年＝100）
2023年11月 12月 2024年1月

消費動向指数 100.8 106.3 106.0
家賃指数 110.4 110.4 110.7
乗用車販売指数 92.8 97.7 67.7
コア消費支出指数 110.3 115.3 121.0
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消 費 動 向

建築物着工

消費動向指数

　富谷市で半導体向け生産の新工場が着工
しましたが、全体では 4カ月連続で床面
積が 50千㎡を下回るなど依然として低調
な水準で推移しています。

　内訳をみると、「食料」では外食、「教養娯楽」で
は宿泊料などサービス消費が堅調ですが、その他の
食料や「家具・家事用品」「被服・履物」
などの日用品の非耐久財には弱含んでお
り、前月に引続き水準は高めながら、息切
れ感もうかがわれています。
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出典：経済産業省「商業動態統計」（以下も同じ）

600

500

200

100

宮
城
県
小
売
業
主
要
業
態（
６
業
態
）合
計
販
売
額（
億
円
）

前
年
比
増
減
率
（
％
）

1,000

900

800

5

0

－10

－5

15

10

宮城県（月次）
全　国（前年比）
宮城県（前年比）

’16 ’17 ’18 ’19 ’20 ’21 ’22 ’23 ’24

1月の乗用車新車販売台数
は、前年同月比14.7％減（全

国10.8％減）の4,890台となり、13カ月ぶり
に前年を下回った。車種別にみると、普通車は、
同3.8％増（全国5.3％増）の2,052台となり、
13カ月連続して前年を上回っている。小型車
は、同26.5％減（全国22.0％減）の1,166台
となり、2カ月ぶりに前年を下回った。また、
軽乗用車は、同22.9％減（全国21.6％減）の
1,672台となり、4カ月ぶりに前年を下回った。

1月の小売業主要業態（6業
態）の合計販売額（全店ベー

ス）は、前年同月比1.3％増の833億円（全国
2.4％増、4兆1,719億円）となり、23カ月連
続して前年を上回っている。
業態別にみると、百貨店・スーパーは同2.9％
増の358億円（全国3.3％増）となり、14カ月
連続して前年を上回っている。コンビニエンス
ストアは同0.1％減の193億円（全国1.6％増）
となり、23カ月ぶりに前年を下回った。家電
大型専門店は同5.1％減の82億円（全国5.8％
減）となり、2カ月ぶりに前年を下回った。
ドラッグストアは同6.1％増の148億円（全国
7.4％増）となり、34カ月連続して前年を上回っ
ている。ホームセンターは同6.3％減の51億円
（全国0.4％減）となり、前月に引続き前年を
下回っている。
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乗用車新車販売

出典：日本自動車販売協会連合会「自動車登録統計情報」
　　　全国軽自動車協会連合会「軽自動車新車新規車種別・銘柄別・都道府県別検査（販売）台数」（以下も同じ）
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乗用車新車販売台数� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 14.2� 18.0� ▲�14.7�
普通車 38.3� 28.7� 3.8�
小型車 ▲　7.5� 1.8� ▲�26.5�
軽乗用車 9.3� 19.0� ▲�22.9�

全国 11.7� 6.1� ▲�10.8�

小売業主要業態販売額� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

6業態合計（宮城県） 2.6 1.8 1.3
百貨店・スーパー 3.9 2.5 2.9
コンビニエンスストア 0.1 0.3 ▲　0.1
家電大型専門店 ▲　6.8 1.8 ▲　5.1
ドラッグストア 8.4 5.3 6.1
ホームセンター 0.5 ▲　4.3 ▲　6.3

6業態合計（全国） 3.8 2.5 2.4
注）全店ベース
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県内経済の基調判断

乗用車新車販売

小売業主要業態販売

　昨年12月下旬に発覚した検査不正による生産停止
が響き、緩やかな回復基調にあった販売台
数が再び強い下押しを受けることとなりまし
た。県内では当該メーカーの軽乗用車販売
台数が前年比3割程度にまで減少しました。

　家電やホームセンターに加え、コンビニも店舗数
減少などもあり約 2年ぶりに前年比マイナスとなり
ました。6業態全体の上昇率（1.3％増）
は値上げ効果が息切れしてきたスーパーの
減速などもあり、名目でもゼロ近傍へと
向かって下げ足を速めています。
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　1月の主要 4漁港（塩釜、
石巻、気仙沼、女川）にお

ける水揚は、数量が前年同月比 12.0％減の
14千トン、金額が同 20.3％減の 31億円とな
り、数量は 3カ月連続して、金額は前月に引
続き前年を下回っている。
　魚種別にみると、数量、金額ともサバなどが
減少した。
　漁港別にみると、数量は塩釜が前年を上回っ
たが、石巻、気仙沼、女川が前年を下回った。
金額は塩釜、女川が前年を上回ったが、石巻、
気仙沼が前年を下回った。

　12 月の延べ宿泊者数は、
前年同月比 2.4％増の 797

千人泊となり、26カ月連続して前年を上回っ
ている。
　居住地別にみると、県内宿泊客は同 12.8％
減の 247 千人泊と 5カ月連続して前年を下
回っており、県外宿泊客は同 3.4％増の 485
千人泊と21カ月連続して前年を上回っている。
　また、外国人の延べ宿泊者数は、同 3.5 倍
の 54 千人泊となり、17カ月連続して前年を
上回っている。
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宮城県主要4漁港水揚量

出典：宮城県農林水産部「水揚概要」（以下も同じ）
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主要漁港水揚金額� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

合計 9.1 ▲�23.7 ▲�20.3
塩釜 32.8 19.2 49.8
石巻 4.6 ▲�46.4 ▲�42.5
気仙沼 0.5 ▲�18.4 ▲�27.4
女川 3.7 ▲�32.7 2.0

延べ宿泊者数（居住地別）� （前年比、％）
2023年10月 11月 12月

宮城県 12.9 9.3 2.4
うち県内客 ▲�12.7 ▲　7.3 ▲�12.8
うち県外客 14.0 12.8 3.4
うち外国人 7.4倍 4.5倍 3.5倍

全国 22.0 15.5 7.8
うち外国人 5.9倍 3.1倍 2.1倍

延べ宿泊者数（居住地別）� （千人泊）
2023年10月 11月 12月

宮城県 927 873 797
うち県内客 204 216 247
うち県外客 638 580 485
うち外国人 72 55 54

全国 53,778 52,919 50,735
うち外国人 12,259 11,886 12,303

主要漁港水揚量� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

合計 ▲�23.2 ▲�52.7 ▲�12.0
塩釜 ▲�15.6 17.1 3.6倍
石巻 ▲�29.1 ▲�64.1 ▲�21.2
気仙沼 ▲�23.5 ▲�51.4 ▲　8.5
女川 8.9 ▲�50.1 ▲�26.5
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県内経済の基調判断

水 産 動 向

観 光 動 向

　2023 年（暦年）の延べ宿泊者数（速報）は前年
比 18.3％増と 2年連続プラスでしたが、2019 年比
では 9.3％減とコロナ前の水準には届きま
せんでした。12 月の県外客も 2カ月連続
で 2019 年同月比を下回っており、宿泊
需要の回復は勢いを欠いたものとなって
います。
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宮城県内貿易動向

出典：横浜税関「横浜税関管内貿易速報」（以下も同じ）
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仙台市消費者物価指数

注）生鮮食品除く総合
出典：宮城県企画部「仙台市消費者物価指数」（以下も同じ）
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1月の貿易額（仙台塩釜、
石巻、気仙沼の各港および

仙台空港における通関実績）は、輸出が前年同
月比36.8％増の364億円、輸入が同7.8％減の
1,054億円となった。
輸出は石油製品が増加したことなどから4カ
月連続して前年を上回っている。一方、輸入は
液化天然ガスが減少したことなどから３カ月ぶ
りに前年を下回った。

1月の仙台市消費者物価指
数（生鮮食品を除く総合）は、

前年同月比2.6％上昇の108.4となり31カ月連
続して前年を上回っている。
費目別にみると、「生鮮食品を除く食料」
などが上昇した。

輸出額・輸入額� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 輸出 19.5 12.9 36.8
輸入 16.0 3.6 ▲　7.8

全　国 輸出 ▲　0.2 9.7 11.9
輸入 ▲�11.8 ▲　6.9 ▲　9.6

消費者物価指数（費目別）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

生鮮食品を除く食料 7.9 6.9 6.7
住居 1.7 1.6 1.7
光熱・水道 ▲　9.1 ▲�12.4 ▲�12.5
家具・家事用品 3.8 6.1 4.0
被服および履物 3.5 6.2 6.1
保健医療 3.6 3.6 3.6
交通・通信 3.3 3.8 3.7
教育 0.3 0.3 0.4
教養娯楽 9.2 9.6 6.4
諸雑費 1.5 1.5 1.3

消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

仙台市 3.4 3.1 2.6
全国 2.5 2.3 2.0
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県内経済の基調判断

貿 易 動 向

物 価 動 向

　上昇率は 1年 8カ月ぶりの２％台ですが、指数は
当時（102.3）より 6.0％上昇と高止まりの状況です。
なお当月までは政府の激変緩和措置（電気
代）による下押しが効いており、一巡する
来月は上昇率３％台後半も予想されます
が、家計の体感物価に変化はなさそうです。
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出典：宮城労働局「宮城県の一般職業紹介状況」（以下も同じ）
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宮城県企業倒産件数

出典：㈱東京商工リサーチ「倒産月報（宮城県企業倒産状況）」（以下も同じ）
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企業倒産件数・負債額� （前年比、％）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 件　数 3.3倍 62.5 ▲　9.1
負債額 ▲�69.0 2.2倍 2.0倍

全　国 件　数 38.9 33.7 23.0
負債額 ▲�17.9 30.4 40.0

企業倒産件数・負債額� （件、百万円）
2023年11月 12月 2024年1月

宮城県 件　数 10 13 10
負債額 2,416 978 2,376

全　国 件　数 807 810 701
負債額 94,871 103,228 79,123

職業安定所別有効求人倍率� （原数値、倍）
2023年11月 12月 2024年1月

気仙沼 1.19 1.32 1.27
石巻 1.47 1.54 1.59
塩釜 0.78 0.85 0.90
仙台 1.56 1.60 1.62
大和 1.51 1.59 1.58
古川 1.12 1.22 1.20
築館 1.51 1.56 1.60
迫 0.93 0.99 0.97
大河原 0.68 0.73 0.70
白石 1.45 1.32 1.28

有効求人倍率等� （倍、％）
2023年11月 12月 2024年1月

有効求人倍率（宮城県） 1.32 1.30 1.33
　　　　　　（全　国） 1.27 1.27 1.27
新規求人数（前年比）（宮城県） ▲　7.2 ▲　0.7 ▲　5.9
注）有効求人倍率は季節調整値、新規求人数は原数値

雇用情勢は持ち直しの動
きに足踏みがみられる一方、

一部では人手不足による影響が強まっている。

1月の有効求人倍率（季節調整値）は、前月
に比べ有効求人者数が増加したことなどから、
前月比0.03ポイント上昇の1.33倍となった。
また、新規求人数を産業別にみると、前年に
比べて建設業、製造業などが減少した。
有効求人倍率（原数値）を職業安定所別にみ
ると、仙台（1.62倍）、築館（1.60倍）などが
1倍を上回っている一方、大河原（0.70倍）、
塩釜（0.90倍）などは1倍を下回っている。

1月の企業倒産（負債総額
1千万円以上）は、件数では

前年同月比9.1％減の10件、負債額では同2.0
倍の24億円となった。
倒産企業を業種別にみると、建設業が5件、
製造業が3件などとなっている。
主因別では、販売不振が9件、放漫経営が
1件となっている。
地域別では、仙台市が5件、塩釜市が２件な
どとなっている。
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県内経済の基調判断

雇 用 動 向

倒 産 動 向

　有効求人倍率は 4カ月ぶりの上昇ですが、新規求
人数は 3カ月ぶりの前年比マイナスとなり、宿泊業・
飲食サービス業（前月比▲21.8％）、製造
業（同▲18.1％）、建設業（同▲12.3％）
など多くの業種で減少しました。人手不足
ながら賃金水準の上昇から求人を増やせな
い状況がうかがえます。

　9カ月連続の二桁倒産ですが10件中2件は特別清
算、うち1件はすでに事業を停止している負
債額の大きな製造業（食品加工）です。それ
を除くと件数・負債額とも低位であり、企業
倒産は増加基調のなかで一息つきました。
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2月1日時点の宮城県の
人口（推計人口）は、前年

同月比14,933人減の225万8,481人となり、
34カ月連続して前年を下回っている。
人口動態別にみると、ここ1年間で自然増減は

1万6,090人減、社会増減は1,157人増となった。
市町村別にみると、前年に比べて人口が増加
したのは、名取市（64人増）、富谷市（59人増）
の2市、減少したのは石巻市（2,149人減）、大
崎市（1,657人減）など33市町村となっている。
また、震災前の2011年3月1日現在の人口

（234万6,853人）と比べると、県全体では8万
8,372人減となっている。
市町村別にみると、仙台市（5万295人増）、
名取市（5,264人増）など6市町村では増加
したが、石巻市（2万7,005人減）、気仙沼市
（1万6,108人減）など29市町では減少している。
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宮城県人口動向

出典：宮城県企画部「宮城県推計人口」（以下も同じ）
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宮城県人口� （人）
2023年12月 2024年1月 2月

総人口 2,262,002 2,260,508 2,258,481
自然増減 ▲�1,408 ▲�1,564 ▲�1,870
社会増減 397 70 ▲�157

注）総人口は各月 1日時点、自然・社会増減は前月中の増減数

宮城県内市町村の人口動向（推計人口）� （人）
2011年3月
①

2023年2月
②

2024年2月
③

前年比
③－②

震災前比
③－①

2011年3月
①

2023年2月
②

2024年2月
③

前年比
③－②

震災前比
③－①

宮 城 県 2,346,853 2,273,414 2,258,481 ▲��14,933 ▲��88,372 村 田 町 11,939 10,252 10,083 ▲�� �169 ▲���1,856
仙 台 市 1,046,737 1,098,156 1,097,032 ▲�� 1,124 50,295 柴 田 町 39,243 37,584 37,398 ▲�� �186 ▲���1,845
石 巻 市 160,394 135,538 133,389 ▲�� 2,149 ▲��27,005 川 崎 町 9,919 8,012 7,849 ▲�� �163 ▲���2,070
塩 釜 市 56,221 51,000 50,604 ▲�� 396 ▲�� 5,617 丸 森 町 15,362 11,402 11,139 ▲�� �263 ▲���4,223
気仙沼市 73,154 58,337 57,046 ▲�� 1,291 ▲��16,108 亘 理 町 34,795 32,840 32,680 ▲�� �160 ▲���2,115
白 石 市 37,273 31,429 30,722 ▲�� 707 ▲�� 6,551 山 元 町 16,608 11,674 11,525 ▲�� �149 ▲���5,083
名 取 市 73,603 78,803 78,867 64 5,264 松 島 町 15,014 12,896 12,643 ▲��� 253 ▲���2,371
角 田 市 31,188 26,894 26,538 ▲�� 356 ▲�� 4,650 七ヶ浜町 20,353 17,618 17,383 ▲�� �235 ▲���2,970
多賀城市 62,990 62,653 62,534 ▲�� 119 ▲�� 456 利 府 町 34,279 35,139 35,078 ▲�� �61 799
岩 沼 市 44,160 43,687 43,534 ▲�� 153 ▲�� 626 大 和 町 25,366 28,642 28,458 ▲�� �184 3,092
登 米 市 83,691 73,157 71,712 ▲�� 1,445 ▲��11,979 大 郷 町 8,871 7,587 7,433 ▲�� �154 ▲���1,438
栗 原 市 74,474 61,650 60,294 ▲�� 1,356 ▲��14,180 大 衡 村 5,361 5,586 5,508 ▲�� �78 147
東松島市 42,840 38,382 37,858 ▲�� 524 ▲�� 4,982 色 麻 町 7,406 6,403 6,267 ▲�� �136 ▲���1,139
大 崎 市 134,950 124,085 122,428 ▲�� 1,657 ▲��12,522 加 美 町 25,421 21,018 20,668 ▲�� �350 ▲���4,753
富 谷 市 47,501 51,566 51,625 59 4,124 涌 谷 町 17,399 14,666 14,351 ▲�� �315 ▲���3,048
蔵 王 町 12,847 10,949 10,746 ▲�� 203 ▲�� 2,101 美 里 町 25,055 23,235 22,911 ▲�� �324 ▲���2,144
七ヶ宿町 1,664 1,199 1,175 ▲�� 24 ▲�� 489 女 川 町 9,932 6,131 6,053 ▲�� �78 ▲���3,879
大河原町 23,465 23,547 23,454 ▲�� 93 ▲�� 11 南三陸町 17,378 11,697 11,496 ▲�� �201 ▲���5,882
※「推計人口」とは、国勢調査人口をベースとして、住民基本台帳法に基づき届出等があった出生・死亡、転入・転出の数（日本人のほか外国人も含む）を加減して算出した人口（推
計人口は各月 1日時点）
　自然増減数＝出生者数－死亡者数　　社会増減数＝転入者数－転出者数
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